
酒々井中学校

●学校経営の概要

学 校 教 育 目 標

自ら学び心豊かでたくましい生徒の育成

≪めざす学校像≫ 一人一人を大切にする学校

≪めざす生徒像≫ ３つの感を備える生徒（肯定感・有用感・存在感）

≪めざす教師像≫ より良い指導法を追い求める教師

【経営方針】

① 生徒一人一人を固有な存在として尊重し、調和の

とれた人間形成を目指した教育を推進する。

② 楽しく安定した学校生活の構築に努める。

③ 人権教育を柱に道徳教育を推進し、豊かな心と社

会性を育む教育に努める。

④ 確かな学力の定着と意欲の向上を目指し、生涯学

習の基礎となる学力の保障に努める。

⑤ 学校行事等を軸に、日々の学校生活の向上を目指す意識・意欲の醸成を図る。

⑥ 保小中連携及び家庭や地域との連携を推進し、開かれた学校づくりに努める。

⑦ 指導的立場にあるものとして教職員自らの資質能力の向上や使命感の高揚に努

める。

【経営の重点】

① 生徒指導の充実 ②不登校生徒の縮減 ③健康保持増進 ④部活動の推進

⑤ 人権教育 ⑥豊かな心 ⑦特別支援教育 ⑧学力向上

⑨ 学校文化の継承 ⑩家庭・地域社会との連携

所 在 地 尾上１４１番地の１０

電 話 ４９６－１０４０

開 校 昭和２２年

校 長 中村 太一郎

（令和４年度就任）

生徒数 ４２５人 ［５月１日現在］

学級数 １６（特４含む）学級

職員数 ４１人



●学校の特色

① 全学年で共通した「自主ノート」を配布し、その活用を通して家庭学習の習慣

づくりや質の向上を目指した指導を行う。また、時代に即したICT活用の充実を図

り、一人一台端末の有効活用を図る。さらに、学習優先日を設定し、数学・英語

の補充学習を実施する。

② 数学（２・３学年）では、習熟度別少人数授業によって、個に応じたきめ細か

な指導を行う。

③ 毎朝１０分間の朝の「読書タイム」を実施する。

④ ３学年生徒を対象に、英検受検料の１回分補助を受ける。また、全学年を対象

に、英検と漢検受検料の一部補助を受けることにより、学力向上への意欲化を図

る。

⑤ 「目指そうあいさつ日本一」を掲げ、生徒会活動を中心に明るく礼儀正しい生

徒の育成を図る。

⑥ 不登校支援教員を中心に校内適応指導教室の効果的運営に努めるとともに、ス

クールカウンセラーと連携した適応指導に努める。

⑦ 人権教育を教育活動の柱に据え、人権集会や

人権作文の取り組みを通して、生徒の人権意識

の涵養を図る。

⑧ 町保小中連携推進協議会の組織を活用した

小中連携を推進するとともに、小中児童生徒

の直接交流を積極的に行い、円滑な接続を図る。

⑨ 地域学校協働本部コーディネーターを中心に、

地域ボランティアを活用した教育活動を推進する。

⑩ キャリア教育の充実を図り、町内の３５事業所 「人権教室」

の協力を得た職場体験学習の実施を行う。

「体育祭」 「青雲祭」


